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技術概要
本技術は、地質調査時におけるオールコアボーリン

グ時に、外径65mmの打込みサンプラーと、標準貫

入試験と同じ打込み荷重装置を組み合わせること

で、オールコアでありながら、同時に打撃回数によ

る強度指標N65を得る技術である。

■■課題課題：：

オールコアでスベリ面オールコアでスベリ面

は判定できるか？は判定できるか？
65型連続貫入試験を併用し

たオールコアのサンプルを、

図-1～2に示したが、肉眼鑑定

でスベリ面位置を決定すること

は、かなり困難である。

そのため，その色彩値を測

定したものを図-3～4に示す。

色彩値はa*は3箇所の色彩変

化点が認められた。その変化

点は主として風化進行の差を

反映していると考えられ、スベ

リにより連続性が切られてい

る可能性が考えられた。

しかし、そのいずれかは不明

である。

●● 風化土・崩積土の地すべり判定で有効風化土・崩積土の地すべり判定で有効
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65型貫入試験の強度指標Ｎ65で、
オールコアと同時に緩んだ部分を詳細把握
できるので、スベリ面の把握に非常に有効

NETIS 登録No ＣＧ―110034－Ａ

「「6565型貫入試験併用オールコア・ボーリング」型貫入試験併用オールコア・ボーリング」

強度指標 Ｎ65で、明確に緩

んだスベリ土塊を把握。

スベリ面を有効に判定

0.751N 値換算係数

10871441R=WH/AS (kN/ｍ2）

3030貫入量S(cm)

7575落下高さH(cm)

63.563.5荷重W(kgf)

14.310.8面積A (cm2)

6551外径D (mm)

4935内径ｄ(mm)

N65N記号

65型貫入試験標準貫入試験区分

●● Ｎ値との相関Ｎ値との相関
65型貫入試験の強度指標Ｎ65は、打撃エネ

ルギｰから、下記の相関があり、礫の少ない粘
土状土砂と、Ｎ＝40以下の泥岩では、ほぼ、理
論値の相関を得ている。

Ｎ＝0.75 Ｎ65

礫の多い部分では、過去の大型貫入試験の
1.6倍という相関に近く、逆に標準貫入試験の
礫打ちの過大評価を補正する効果があったと
考えられる。
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